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【管渠長寿命化施工例】  

【道路陥没の下水道管による誘因例】  

	
 	
 
	
 

「下水道長寿命化計画策定」	
 
増大した管渠等の下水道施設のストックは経年劣化による道路の陥没

等が懸念されております。これらの状況を受け、平成 20 年度に「下水道長

寿命化支援制度」が創設され、点検・調査結果に基づき『長寿命化計画』を

策定し、長寿命化対策を含めた計画的な改築を行うこととなりました。 

平成２５年度以降の改築事業では、長寿命化

計画で位置づけられていることが、補助対象の

条件になります。近い将来に改築事業を予定し

ている場合、ここ数年のうちに長寿命化計画を

策定する必要があります。 

 

 

 
	
 

 

 

 

 
■業務名	
 	
 
K 市下水道長寿命化基本計画業務	
 
■履行期間	
 
平成 26 年 10 月～平成 27 年 3 月	
 
■発注機関	
 
	
 福島県 K 市	
 
■業務の概要	
 
【目的】	
 

本業務は、K 市が管理する公共
下水道施設全体の状況を把握し、
将来のストックマネジメント手
法による『長寿命化基本計画』
を策定し、計画的且つ適正な維
持管理の位置付けを行った。	
 

【計画内容】	
 
	
 管渠については管口カメラによる
サンプリング調査、処理場・ポンプ場
については全設備目視調査による現
況施設状態の把握を行い、その傾向か
らリスク評価による点検・調査及び改
築・修繕の優先順位付けを行った。リ
スク評価の結果から、リスクが高まっ
ている緊急度の高い施設を抽出し、詳
細点検・調査についてはこれらの処理
分区から実施する計画とした。	
 
中長期改築・修繕計画の策定に際し

てはリスク評価等に基づき、長期的改
築・修繕の工程(対象施設・実施時期)

及び概算費用をとりまとめた。この際、
投資シナリオの設定は、５つのシナリ
オを作成し、劣化度の傾向、改善の効
率性、投資額の実現性について比較検
討を行う決定シナリオでは、今後の事
業計画の基礎資料となるよう平均投
資額、年投資額、改築事業の総額を算
出した。	
 
■社内体制	
 
主任技術者：長谷川哲（技術 1部）	
 

照査技術者：吉野敏治（技術 1部）	
 
担当技術者：石川幸司（技術 1部）
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管渠、処理場ポンプ場の現地調査結果 

管渠リスク評価及び優先度評価図 

当社では、国土交通省の「ストックマネジメント手法を踏まえた下水道長寿命化計画策定に関する手引き」に準

拠し、平成 26 年度に「長寿命化基本計画策定業務」を実施しており、ストックマネジメント手法を踏まえた下水道

長寿命化計画について、実施例をもとに紹介致します。	
 

 



【管渠現地調査によるリスク評価と評価項目】	
 

【管渠シナリオ設定と投資額、健全度度評価】	
 

【K 市改築修繕計画スケジュール】	
 

処理場・ポンプ場のリスク評価結果及び優先順位

設置年

点数 点数

【機械】 1, 975 4 1. 73 0. 60 2. 33 8. 20 4 4 10. 40 11 11 5 3 9 9

【電気】 1, 976 4 2. 28 0. 60 2. 88 11. 51 11 11 18. 40 16 16 6 1 1 1

【建築】 1, 974 4

【機械】 1, 989 3 1. 37 0. 07 1. 45 4. 95 6 6 10. 48 11 11 8 9 8 8

【電気】 1, 989 4 1. 63 0. 54 2. 18 8. 71 11 11 17. 26 16 16 8 2 2 3

【建築】 1, 988 4 0. 34 0. 18 0. 52 2. 08 7 7 2. 08 7 7 7 29 29 29

【機械】 1, 993 4 1. 19 0. 11 1. 30 4. 47 7 7 8. 88 11 11 12 11 13 13

【電気】 1, 993 4 1. 25 0. 16 1. 41 5. 04 6 6 14. 97 14 14 12 8 4 4

【建築】 1, 993 4 0. 44 0. 18 0. 62 2. 48 7 7 2. 48 7 7 12 23 27 27

【機械】 2, 000 4 0. 86 0. 10 0. 94 3. 09 7 7 6. 72 7 7 27 17 21 21

【電気】 2, 000 4 1. 10 0. 27 1. 21 4. 35 7 7 10. 97 11 11 27 12 7 7

【建築】 1, 999 4 1. 16 0. 18 0. 50 2. 00 7 7 2. 00 7 7 26 30 30 30

【機械】 2, 005 3 0. 61 0. 05 0. 67 2. 25 4 4 4. 72 7 7 32 27 23 23

【電気】 2, 005 4 0. 69 0. 02 0. 71 2. 84 7 7 5. 79 7 7 32 20 22 22

【建築】 2, 004 4 0. 22 0. 18 0. 40 1. 60 7 7 1. 60 7 7 31 33 33

【機械】 2, 007 4 0. 38 0. 22 0. 60 2. 29 7 7 9. 60 11 11 34 26 11 11

【電気】 2, 007 4 0. 58 0. 02 0. 60 2. 41 7 7 4. 65 7 7 34 25 24 24

【建築】 2, 007 34

【機械】 1, 998 3 1. 07 0. 07 1. 14 3. 58 4 4 6. 93 7 7 23 15 19 19

【電気】 1, 998 4 1. 19 0. 41 1. 60 6. 39 7 7 12. 11 14 14 23 5 6 6

【建築】 1, 997 4 0. 36 0. 18 0. 54 2. 16 7 7 2. 16 7 7 19 28 28 28

【機械】 1, 995 4 1. 56 0. 12 1. 68 5. 82 7 7 8. 08 11 11 16 7 14 14

【電気】 1, 995 4 1. 50 0. 35 1. 85 7. 40 7 7 8. 08 11 11 16 4 14 14

【建築】 1, 995 16

【古坦ポンプ場；
雨水ポンプ場】

【五百渕ポンプ場；
雨水ポンプ場】

【行合橋中継ポンプ場；
汚水中継ポンプ場】

【東部ニュータウン中継ポン
プ場；汚水中継ポンプ場】

【梅田ポンプ場；
雨水ポンプ場】

【水門町ポンプ場；
雨水ポンプ場】

【古川ポンプ場；
雨水ポンプ場】

【横塚ポンプ場；
雨水ポンプ場】
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【処理場ポンプ場現地調査によるリスク評価と評価項目】	
 

【管渠リスク評価による優先度の設定】	
 【処理場ポンプ場設備リスク評価による優先度の設定】	
 

【処理場ポンプ場設備シナリオ設定と投資額、健全度度評価】	
 

H 28 H 29 H 30 H 31 H 32 H 33 H 34 H 35 H 36 H 37 H 38 H 39 H 40 H 41 H 42 H 43 H 44 H 45 H 46 H 47 H 48 H 49 H 50 H 51 H 52 H 53 H 54 H 55 H 56 H 57 H 58 H 59 H 60 H 61 H 62 H 63 H 64 H 65 H 66
2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038 2039 2040 2041 2042 2043 2044 2045 2046 2047 2048 2049 2050 2051 2052 2053 2054

第1処理分区 安積町 管きょ
1976･1978・

1998～2012

第2処理分区 安積町 管きょ 1993～2012

100 150 150 150 150 150 150 350 350 350 350 600 600 600 600 600 600 600 600 600 600 600 600 800 800 800 800 800 800 800 800 800 800 1200 1200 1200 1200 1200 1200

H 28 H 29 H 30 H 31 H 32 H 33 H 34 H 35 H 36 H 37 H 38 H 39 H 40 H 41 H 42 H 43 H 44 H 45 H 46 H 47 H 48 H 49 H 50 H 51 H 52 H 53 H 54 H 55 H 56 H 57 H 58 H 59 H 60 H 61 H 62 H 63 H 64 H 65 H 66
2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038 2039 2040 2041 2042 2043 2044 2045 2046 2047 2048 2049 2050 2051 2052 2053 2054

梅田ポンプ場 機械 1975 141 141 141 141

電気 1976 95 95 95 95

土木建築 1974 215

水門町ポンプ場 機械 1989 151 151 151 151

電気 1989 53 53 53 53

土木建築 1988 272

0 198 232 250 232 233 400 402 397 389 381 816 816 816 816 816 548 550 572 533 493 560 559 540 561 541 525 1,355 1,355 1,355 1,355 1,355 591 558 579 554 591 596 600

100 348 382 400 382 383 550 752 747 739 731 1,416 1,416 1,416 1,416 1,416 1,148 1,150 1,172 1,133 1,093 1,160 1,159 1,340 1,361 1,341 1,325 2,155 2,155 2,155 2,155 2,155 1,391 1,758 1,779 1,754 1,791 1,796 1,800管渠・マンホールポンプ+ポンプ場・処理場　合　計　（百万円）

事業費小計（百万円）

対象施設 設置年

処理分区 主な地区 対象施設 設置年

○．（管きょ・マンホールポンプ）改築更新計画（案）

○．（ポンプ場・処理場）改築更新計画（案）

事業費小計（百万円）

現地調査（サンプリング）の結

果を、管渠不具合の起こりやす

さと不具合時の影響度の評価

項目を数値化し、リスクマトリ

クス図に当てはめ、優先度（緊

急度）をスパン毎に設定。	
 

	
 

管渠改築、修繕の投資シナリオ

を複数案設定し、将来の健全度

の予測を行い、財政状況を勘案

しながら、各自治体の最適な改

築修繕のシナリオを選定する。	
 

 

現地調査の結果を、設備不

具合の起こりやすさと不具

合時の影響度の評価項目を

数値化し、リスクマトリク

ス図に当てはめ、優先度（緊

急度）を設備毎に設定。	
 

	
 
	
 

処理場・ポンプ場設備の改築の投資シナリオを

複数案設定し、将来の設備毎の健全度の予測を

行い、財政状況及びリスク増加値等を勘案しな

がら、各施設毎の最適な改築のシナリオを選定

する。	
 

 

上記で算出したリスク値を下水

道台帳図、及び資産台帳に反映

させる。	
 

 上記で算出したリスク値を設備

台帳または資産台帳に反映さ

せ、施設箇所毎の優先度を決定。	
 

 

上記で設定の改築修繕の投資シナリオを、リス

ク評価による、優先度を勘案しながら、各分区、

各施設毎の投資スケジュールを立案する。	
 

 

 

 
 

 
 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

	
 

	
 

	
 

■当社の取り組み■	
 

長年の下水道事業の計画（全体計画・事業認可）、実施（基本設計・詳細設計）、維持管理（改築実施計画）の一連

の業務実績に基づき、ストックマネジメントからアセットマネジメントに発展できる計画、提案をしております。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 
株式会社	
 新和調査設計	
 発行者連絡先（問い合わせ先）福島県郡山市豊田町 4-12	
 TEL024-934-5311

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 技 術 １ 部 ： 長 谷 川	
 	
 	
 

URL:http://www.shinwa-cs.com 

【管渠リスク評価及び優先度評価図】	
 

管渠リスク評価及び優先度評価図	
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